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図 2
但 し,a-1･4,A-0･3である.図2において, A(ト 2)-L了 L2,A(3-4)-L3-L4,
A′(1十2)-Ll十 L2- 2全1, A′(3十4)-L3+L4- 2全2である｡ (Ll≧L2≧ L3≧L4
は上の四次元写像系の リヤプノフ指数｡又,全1≧全2はもと･の二次元系のリヤプノフ指数であ
るoLl(0)-L2(0)-仝1, L3(0)-L｡(0)-仝2に注意｡)なお,図2(a)の上のデー畑 d(1
-2)~1を,そして下が 』(3-4)~1を,それぞれ示 している｡図 1の場合と同様なので詳 し
い説明は省 くが,次の結果をうる｡小さなdに対し
Li(a)一会1= cL/- ュnd (i-1,2)
Li(dト全2≡ci/-1｡d (i-3,4)
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国士舘大 ･工 清 水 敏 寛
非線型微分方程式系でその時間発展が記述できるような系のカオスの統計的性質を調らべよ
うとする場合,広い意味での粗視化の手続きが重要となる｡従来この粗視化は,ローレンツプ
ロットやポアンカレマップを通して行なわれている｡ 平衡状態の近くでの力学を議論する時に
紘,最も確からしい軌道とそのまわりのゆらぎという形に時間発展を分けることが有効であっ
た｡カオスの場合には,これ程簡単にはいかないが別の意味での分解が可能である｡粗視化が
できた場合には,単に解析が容易になるばかりでなく,カオス発生の機構や,カオスの確率的
解釈にとってたい-ん有益である｡
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